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田 使 用 上 の ご 注意 

次 の 注意 事項 を よく 守り 、 正 し く お 使い くだ さい 。 

信 ご 使用 後 は AC ア ダ プ タ を コン セン ト か ら 必 ず 抜 いて お いて くだ さい 。 

@ テ レビ 画面 か ら で き る だ け 離 れ て ゲー ム を し て くだ さい 。 

信 長 時 間 ゲ ー ム を する と き は 、 健康 の た め 、 1 時 間 な いし 2 時間 ご と に 10 
ー15 分 の 小 休 止 を し て くだ さい 。 

僅 精 密 機 守 で す の で 、 極 端 な 温度 条件 下 で の 使用 や 保管 、 お よび 強い ショ 
ッ ク を 避け て くだ さい 。 ま た 絶対 に 分 解 し な いで くだ さい 。 

人 省 子 部 に 手 を 触れ た り 、 水 に ぬら す な ど 、 汚 さ な い よう に し て くだ さい 。 
故障 の 原因 と な り ま す 。 

⑱ シ ン ナ ー、 ベ ンジ ン 、 ア ルコ ー ル 等 の 揮発 油 で ふか な いで くだ さい 。 

仁 ス ー パ ー フ ァ ミ コン を プロ ジェ クシ ョ ン テ レ ビ (スク リー ン 投 影 方 式 の 
テレ ビ ) に 接続 する と 、 残 像 現象 (画面 ヤケ ) が 生じ る た め 、 接 続 し な 
いで くだ さい 。 


圏 トラ ブル に つい て 

お 買い 上 げ い た だ いた 製品 が 動作 し な い 場 合 や 、 何 回 か 遊ん だ だ け で ゲー 

ム が で き な く な っ て し まっ た 場合 な ど は 、 ゲ ー ム カセ ッ ト に 故障 内 容 を 書 

き 添え 、 下 記 の 当社 係 あ て に お 送り くだ さい 。 検査 の 上 、 次 の よう に 処理 

させ て いた だ きま す 。 

1 . 製造 段階 で の 問題 な ど 、 当 社 の 責 に 帰す べき 事由 に よる 動作 不良 の 場 
合 は 、 完 動 品 と 無償 交換 いた し ます 。 

2. お 客 様 の 不 注意 に よる 故障 や 、 長 期 の 使用 に よる 故障 な ど 、 当 社 の 貢 
に 因 ら な い 事 由 で の 動作 不良 の 場合 は 、 3.000 円 に て 有償 交換 いた し 
ます (事情 に より 、 有 償 交 換価 格 を 変更 する こと が あり ます ) 。 

3. お 客 様 の 不 注意 で 、 カ セッ ト を 破損 し た 場合 は 、 有 償 交 換 い た し ませ 
ん 。 ご 了 承 くだ さい 。 

候 不 良品 の 検査 ・ 交 換 な ど に は 、 多 少 時 間 が か か る 場合 が び ござ いま す 。 ま 
た 、 故 障 内 容 を お 書き 添え に な ら な いと 、 症状 の 判定 に 時 間 が か か り 、 
処理 が 遅れ る こと が ご ざい ます 。 あ ら か じ め 、 ご 了承 くだ さい 。 

信 通 常 の 封筒 ・ 小 荷物 な ど に 現金 を 同封 する と 、 郵 便 法 に 触れ ます 。 交換 

手数 料 は 郵便 小 為替 に て ご 同封 くだ さい 。 ま た 、 万 一 の 郵便 事故 に よる 

紛失 、 破 損 な ど に つき まし て 、 当 社 で は 保証 で きま せん の で 、 で きる 限 

り | 簡易 書留 郵便 | で お 送り くだ さい ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 
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は じ め に 


現代 に お いて 、「 先 を 読む 力 ] ほど 企業 人 に 求め ら 
れる 資質 は な いで し ょ う 。 次 の 時 代 を 読む こと が 、 い 
か に 重要 で あり 困難 な も の で ある か 、 多 く の 企 業 の 例 
か ら 見 い だ す こと が で きま す 。 

いか な る 人 物 で も 、 未 来 を 確実 に 予測 する こと は 不 
可能 で す 。 そ の 未来 予測 を ゲー ム に し て 、 身 近 な 分 野 
で 体験 で き な い だ ろう か 、 と いう 発想 の も と に 誕生 し 
た の が この 「『 リ ー デ ィング カン パニ ー』 で す 。 

「 リ ー デ ィング カン パニ ー』」 は 、20 世 紀 後 半 の 日 本 
ーーV T R 業 界 が 薄 台 で す 。 家庭 用 V T R が 誕生 し 、 に 
多く の 企業 が 製品 を 発表 し まし た が 、 な か な か 普及 し 
ませ ん で し た 。 ど の メー カー で も 共通 し て 使え る カセ 
ッ ト テ ー プ と 異な り 、 各社 ご と に 規格 が まち まち で 、 
消費 者 に と っ て は 非常 に 使い に くい 代物 だ っ た の で す 。 

あな た が ある 家電 メー カー 社長 に 就任 し た と ころ か 
ら 、 ゲ ー ム は 始ま り ま す 。 あ な た の 企業 は 、 自 主 規格 
の V T R で 市 場 を 統一 し よう と し て いま す 。 市 場 へ の 
参入 を 図る 他 の 家電 メー カー を 誘い 、 他 の 規格 を 推進 
し て いる 協議 会 を 超え る 売上 を あげ ける こと が 目標 で す 。 

自信 の ある 製品 が 思う よう に 売れ な いこ と も あれ ば 、 
収益 が 赤字 に な る こと も ある で し ょ う 。 す べ て は あな 
た の 裁量 次 第 で す 。 あ な た 自身 の 手 で 厳し い 生き 残り 
競争 を 勝ち 抜き 、 一 日 も 早く 日 本 V T R 界 の 雄 と し て 
君 具 し て くだ さい 。 
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「 リ ー デ ィング カン パニ ー』」 は 、1970-2000 年 の 日 
本 の V T R 市 場 を 舞台 と し た 、 ビ ジネス シミ ュ レ ー シ 
ビ | ン ゲ ー ム で す 。 


ョ ヨ ヒ es 
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1965 年 、 こ の 世に 家庭 用 V | R が 誕生 し 、 各 家電 メー 
カー は ご こぞって 開発 に 乗り 出し まし た 。 各社 と も 独自 
の アイ デア を 絞り 、 多 く の V T R が 誕生 し た の で す が 、 
な か な が 普及 に は 全 り ませ ん 。 各社 の V T R の 規格 が 
まち まち で 互換 性 が な いた めで す 。 そ の た め 、V T R 
の 規格 統一 が 業界 に と っ て 急務 と な っ た の で す 。 


目的 

プレ イヤ ー は 、 独 自 の V T R 規 格 を 所 有する 盟主 メー 
カー の 社長 と な り ま す 。 自社 規格 で V T R の 規格 統一 
を 目指 し ます 。 


最終 目標 た ゲー ム オ ー バ ー 
と 年 連続 し て 、 次 の すべ て の 条件 を 同時 に 満た し た 時 、 
プレ イヤ ー は 目標 を 達し た こと に な り 、 ゲ ー ム は 終了 
し ます 。 
VTR 業界 全体 で 年 間 売 上 高 4.000 億 円 を 達成 する 。 
自 協 議会 の 、 年 間 売上 高 シェ ア を 80% 以 上 に する 。 
プレ イヤ ー メ ー カ ー の 年 間 営業 利益 率 を 10% 以 上 
に する 。 
-「 性 能 PRO ・4 万 円 」 の 製品 を 発売 し 、 利 益 を 
出す 。 


次 の 条件 を 一 つ で も 満た し た 時 、 プ レイ ヤー は 敗北 し 
た こと に な り 、 ゲ ー ム は 終了 し ます 。 
1 . 開始 後 20 年 (GO0 タ ー ン ) 過ぎ て も 目標 を 達成 で き 
な か っ た 。 
. オフ ィ ス 画面 (>P.20) 終了 時 に 、 資 金 が マイ ナ 
ス に な っ た 。 


また 、 次 の どちら か の 状態 が Z 年 間 続い た 時 も 、 プ レ 

イヤ ー は 敗北 し た こと に な り ま す 。 

1. 目 協議 会 の 年 間 売上 高 シ ェ ア が 、5 以下 に な る 。 

と . プレ イヤ ー メ ー カ ー の 年 間 営 業 利益 率 が 、0 % 以 
下 に な る 。 


シナ リオ 
「 リ ー デ ィング カン パニ ー」 に は 、 二 つ の シナ リオ が 


用 意 さ ご され て いま す 。 

1. 1970 年 1990 年 

V T R が この 世に 登 場 し て か ら わ すか 数 年 。 4 協議 会 
の 勢力 は 、 ほとん ど 伯 仲 状態 で す 。 多 く の 消 費 者 が 、 
V T R そ の も の に 関心 を 向け る よう な 、 魅 力 あ る 製品 
が 望ま れ て いま す 。 吉 協 議会 の 器 主 メー カー は 、 組 織 
を 広げ な が ら 、 市 場 の 統一 を 目指 し ます 。 


2. 1980-2000 征 

V T R は 本 格 的 な 普及 期 を 迎え 、 市 場 は 成熟 し つつ あ 
り ま す 。 激しく 争っ た 4 協議 会 の うち 、 一 つ は すでに 
解散 し 、 も う 一 つも 解散 寸前 の 状態 で す 。 残る 2 協議 
会 は 市 場 の 統一 を 目指 し 、 さ ら に 爆烈 な 戦い を 繰り 広 
げ ま す 。 


コン トロ ー ラ ー は | 、1 どちら を 使っ て も プレ イ で き 
ます 。 ま た 、 複 数 で プレ イ す る 場合 で も 、 担 当 す る メ 
ー カ ー に 関係 な く 、 両 方 の コン トロ ー ラ ー が 使え ます 。 


キ ボ タ ン : カー ソル の 移動 、 数 字 入力 
A ボ タン : 入力 の 決定 

B ボ タン : 入力 の キャ ン セ ル 、 コ マン ド の 終了 
セレ クト ボタ ン : 表示 情報 の 切り 替え 


コマ ンド の 選択 
仕 意 の コマ ンド を 事 ボ タン の ーー で 赤く 表示 させ 、A 
ボタ ン で 決定 し ます 。B ボ タン で キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


数 値 入力 
数 値 は キ ボ タ ン の で 増加 し 、 一 で 減少 し ます 。 

また 、[ 経 理 ] コマ ンド の [借入 ] (ーP29) で は 、 増 
加 幅 は で 小さ く 、1 で 大 きく 変わ り 、 減少 幅 は ー で 
小さ く 、} で 大 きく 変わ り ま す 。 

A ボ タン で 決定 し 、B ボ タン で キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


IYES NO] の 入力 
キ ボ タ ン の ーー で YES/NO を 選び ます 。 

選ば れ た ほう は 明る く 表 示さ れ ま す 。 

A ボ タン で 決定 し 、B ボ タン で キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


表示 の 終 Y 
情報 や イベ ント 画面 の 表示 は 、B ボ タン で キャ ン セ ル 
され ます 。 


本 短い ー ロ プロ TI 


オー プ ニ ン グ と メニ ュー 画面 


ROM カ セッ ト の セッ ト ' 
ROM カ セッ ト を セッ ト し 、 ス ー パ ー フ ァ ミ コン の パ 
ワー スイ ッ チ を ON に し ます 。 


オー プ ニ ン グ 画 面 
オー プ ニ ン グ が 始ま り ま す 。 ス ター ト ボ タン を 押す と 、 
オー プ ニ ン グ は 中 断 し 、 以 下 の よ うな メニ ュー が 表示 
され ます 。 


NEW GAME 
CONTINUE 


親しく ゲー ム を 始め る 


① メ ニュ ー 選 択 
[NEW GAME] を 選び ます 。 

キ ボ タ ン の 1 ! を 押し て [NEW _ GAME] を 明る 
く 表 示さ せ 、A ボ タン で 決定 し ます 。 

② シ ナリ オ 選 択 と 確認 

プレ イ す る シナ リオ を 決定 し ます 。 

メニ ュー 選択 の 要領 で シナ リオ を 選ぶ と 、 解説 が 表示 
され ます 。A ま た は B ボ タン で 解説 は 中 断 さ れ 、 確 認 
が お こ な わ れ ま す 。 ぞ その シナ リオ で よけれ ば Y E S を 、 
キャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます (一 P.5 )。 


ea 


$③ ブ レイ 人 数 選択 

何人 で プレ イ す る か が を 選び ます 。 

シナ リオ 1 で は 4 人 、 シナ リオ Z で は 3 人 まで 同時 に プ 
レイ で きま す 。 メ ニュ ー 選 択 の 要領 で 人 数 を 選び ます 。 
4 担当 協議 会 選択 

ご の 協議 会 を 選ぶ か 決定 し ます 。 病 

仕 意 の 協議 会 を 選ぶ と 、 そ の 協議 会 の 概要 が 表示 され 
ます 。A ボ タン を 押す と 、 確 認 画面 に 切り 替わる の で 、 
よけれ ば Y ES を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は N O を 選び 


5 レベ ル の 選択 
ゲー ム の レベ ル を 決定 し ます 。 
メニ ュー 選択 の 要領 で 、3 段階 の 中 か ら 選 び ま す 。 
Beginner Graoe 初級 レベ ル 
Medium Grade 中 級 レ ベル 
High Grade 上 級 レ ベル 


テーyYNfT 番 拓 Lo 


⑥ 宮 前 変更 の 選択 

協議 会 と メー カー の 名 前 を 変え る か どう つか を 選び ます 。 
節 える 場合 は 生 ボ タン の ーー で Y ES を 選び ます 。 
(1) 仕 意 の 協議 会 ・ メ ー カ ー 名 に 赤 枠 を 合わ せ 、A ボ タ 
ン を 押し ます 。 

(②) 画 面 ト に 文字 の 選択 画面 が 表示 され ます 。 

オレ ンジ 色 の 枠 を 仕 意 の 文字 に 合わ せ 、A ボ タン で 決 
定 し ます 。 文字 の 削 放 は B ボ タン で お こない ます 。 
(③ 変 更 が 終わ っ た ら オ レン ジ 色 の 枠 を [END] に 合 
わせ 、A ボ タン を 押し ます 。 

(④) 最 後に 「 ど の 名 前 を 変え ます か ⑦」 と 表示 され て い 
る 画面 で B ボ タン を 押す と 、 名 前 の 変更 は 終了 し ます 。 
⑦ 設 定 の 確認 

いま まで お こ な っ た 設定 で よい か どう か を 決め ます 。 
YES を 選ぶ と ゲー ム が 始ま り 、NO を 選ぶ と ① メ ニ 
ュー 選択 に 戻り ます 。 


テー タ を ロー ド す る 

(① メ ニュ ー の [CONT INUE] を 選び ます 。 

(② 画 面 に セー プ エ リ ア C+P. 9 ) が 2 力 所 表示 され ます 。 
1 ! で 、 働 意 の デー タ (セー プ エ リ ア ) を 明る く 表 示 
させ 、A ボ タン を 押す と ロー ド が 始ま り ま す 。 


セー プ (記録 ) 

ゲー ム の デー タ を 記録 し ます 。 

① オ フィ ス 画 面 (ーP.20) で コマ ンド [機能 ] を 選び 
ます (機能 コマ ンド ーP.32)。 

② の [SAVE] を 選び 、 記録 する セー ブ エ リ ア を 決定 し 
ます 。 

デー タ は 2 カ所 まで 記録 で きま す 。 一 度 セ ー プ し た エ 
リア に 新た に セー プ す る こと が で きま す が 、 元 の ゲー 
ム の 内 容 は 消え て し まう の で ご 注意 くだ さい 。 


ゲー ム エ ン ド (終了 ) 
ゲー ム を 中 断 し ます 。 
①[ 機 能 ] コマ ンド の [GAME END] を 選び ます 。 
② ク レジ ッ ト が 表示 され た ら 、 リ セッ ト ボ タン を 押し 
な が ら 電 源 を 切り 、ROM カ セッ ト を 抜い て くだ さい 、。 


クレ ジッ ト 


い 舟 ・ 弟 唱 Sー さ っ 
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4 - ム の 流れ 


1 ーー フン ーー プー ンー ンー ンー 


束 ロ go の 成り 立ち を 中 心 に 、 ゲ ー ム の 攻略 法 を 説明 し ます 。 


プレ イヤ ー は 、 製 品 を 研究 所 で 開発 し 、 工場 で 製造 し 
営業 所 で 販売 し て 、 消 費 者 に 供給 し ます 。 

製 gm こ し て の 競争 力 が 落ち て きた ら 研 究 所 で 改良 し 、 
新鮮 度 を 再び 上 昇 さ せま す 。 

その 製 生 を 販売 し 続け る 意味 が 薄れ 、 よ り 需 雪が 多い 
訓 qn の 販売 に 踏み 切る と き 、 製品 の 発売 を 中 止 し ます 。 


YES HK 
IVi 針 vVT Tn に 


ゲー ー ム は 製品 を 開発 する と ころ か ら ス ター ト し ます 。 
業界 を 導く リー ー デ ィング カン パニ ー と な る に は 、 ど の 
よう な 製品 を 開発 すれ ば 良い の で し ょ うか の 


価格 と 性 能 で 製品 の 位置 づけ を 決め る 

プレ イヤ ー は 、 製 品 の 開発 を スタ ー ト する 際 に 、 そ の 
製 の 「 価 格 ] と 「 性 能 」 を 決定 し ます 。 この 二 つ の 
要素 に よっ て 、 そ の 製品 の 位置 づけ を 決め る の で す 。 


ヤー は 、 あ る 製品 の 性 能 ・ 価 格 が 、 ど の よう な ラン ク 
に ある か を この 図 か ら 知る こと が で きま す 。 

また 、 そ の 製品 を 求め る 消費 者 の 数 一 一 需要 の 大 き さ 
も 、 製 品 の 性 能 と 価格 に 左右 され ます 。 高 性 能 や 低 価 
格 の 製品 ほど 、 欲し い 人 は 多く 、 需要 も 大 きく な る わ 
け で す 。 


売上 は 需要 と 競 争 力 で 決ま る 


製品 の 売上 は 、「 需 要 の 大 き さ 」 こと 、 競合 す る 他社 製 
品 を どれ だ けし の ぐ か と いう 「 競 争 力 ] で 決ま り ま す 
(た だ し 、 競合 する 製品 が な けれ ば 競争 力 が ゼロ で も 
需要 の 大 き さ 分 だ け 売 れ ま す )。 


さ MS ト ーー 還 


消費 者 の 基準 が 需要 を 決め る 

ある 消費 者 が 製品 を 買お うと 思う の は 、 自 分 の 求め る 
基準 (性 能 と 価格 ) を クリ ア す る 製品 が 発売 され て い 
る 時 で す 。 

も ちろ ん 、 そ の 基準 より も 高 性 能 ・ 低 価格 の 製品 で あ 
っ て も 良い こと に な り ま す 。 し た が っ て 、 よ り 高 性 
能 ・ 低 価格 の 製品 ほど 、 そ れ を 求め る 人 の 数 も 多く い 
ます 。 

求め る 人 が 多い ほど 、 そ の 製品 の 需要 は 大 きく な る と 
いえ ます 。 


売り 逃がし 」 は な ぜ 起 きる の か 
工場 は 、 そ の 製造 能力 を 超え て 製品 を 製造 で きま せん 。 
需要 が 工場 の 製造 能力 を 超え る と 、 そ の 分 だ け 、 み す 
みす 売り 逃し て し まう こと に な り ま す 。 
これ は 、 も っ と 多く 製造 で きま て いれ ば 売上 と する こと 
が で きた 、 い わ は 売 り 損 で す 。 

『「 リ ー デ ィング カン パニ ー」 で は 、 FE 条 の 
規模 (一 製造 負数 ) に 比例 し 、 製 造 負 1 人 あたり 250 
台 の 製品 を 1 に 製造 で きま す 。 抽 和 力 と 且 
の 大 き さ と の 割合 は 、 季 働 率 と いう 形 で 見 る こと が で 
きま す 。 稼働 率 が 高い ほど (も ちろ ん 、100% を 超え 
な い 範 囲 で )、 需要 と 製造 能力 の バラ ンス が と れ て いる 
こと に な り ま す 。 


製品 は 他社 製品 と 競争 する 力 を も っ て いる 
さて 、 性 能 と 価格 が ほとん ど 同 じ 製 品 が ニー つ あ っ た ら 、 
消費 者 は どちら を 購入 する で し ょ うか が 、。 

あま り 聞 いた こと が な い メ ー カ ー よ り も 、 な じみ 深い 
メー カー の 製品 を 、 数 年 前 に 発売 され た も の より 、 目 
新しい も の を 選ん で し まう の で は な いで し レ ょ うか が 、。 
選ば れ た 製品 は 、 選 ば れ な か っ た 製品 より も 消費 者 を 基 
きつ ける 要素 に お いて 、 競争 力 の 高い 製品 と いえ ます 。 
[リーディング カン パニ ー」 で は 新鮮 度 、 認 知 度 、 ブ 
ラン ドイ メー ジ を 総合 し て 競争 力 を 表し て いま す 。 


新 魚 度 一 一 どちら が 目新し いか 

TV や VTR の よう な いわ ゆる AV 製品 は 、 次 々 と 新 
し いも の が 発売 され ます 。 

新 魚 度 と は 、「 人 々 の 関心 を 惹き つけ る 魅力 ] を 表し 
た も の で す 。 新鮮 度 が 高い 製品 ほど 、 多 く の 消費 者 の 


関心 を 惹き つけ る こと に な り ま す 。 

新鮮 度 は 、 開 発する 研究 所 の 技術 力 と 規模 に よっ て 左 
石 さ れ 、 発 売 以降 は 、 発 表 時 の イン パク ト が 薄れ て 関 
心 が 低 く な る た め 、 少 し ずつ 低下 し て いき ます 。 
改良 を お こ な う と 、 新 鮮度 を 再び 高め る こと が で きま す 。 
また 、 付 加 機 能 を 多く 付け る と 、 同じ 性 能 で も 新鮮 度 
が 高く な り ま す 。 


説 知 度 一 ー ど ちら を よく 知っ て いる か 

性 能 や 価格 が 同じ よう な 製品 が 並ん で いれ ば 、 消費 者 
は 、CM な ご ど で よ く 知 っ て いる 方 を 選ん で し まう も の 
で す 。 認知 度 と は 、「 そ の 製品 の 知ら れ て いる 割合 」 
を で 示し た も の で す 。 認知 度 が 高い 製品 ほど 、 多 く 
の 消費 者 が その 製品 を 知っ て いる こと に な り ま す 。 
認知 度 は 、 営 業 所 で 宣伝 活動 や 営業 活動 を お こ な う ご こ 


時 | と に よっ て 高め る こと が で きま す 。 


プラ ンド イメ ー ジ ーー どちら の 規格 が 良い の か 

AV 製品 に は 、 そ の 時 代 の 革新 技術 が 投 和 人 され て いま 
す 。 ご この た め 、 往々 に し て 、 メ ー カ ー ご と に まち まち 
な 形 で 製品 に 組み 込ま れ 、 互 換 性 の な いい くつ か の 規 
格 が 誕生 する こと に な り ま す 。 

この よう な 場合 、 消 費 者 は 、 個 々 の 製品 の 魅力 以外 に 、 
規格 自体 の 魅力 や 将来 性 に 左右 され る こと が あり ます 。 
プラ ンド イメ ー ジ と は 、「 規 格 が も つ 魅 力 ] を 表し た 
も の で す 。 ブ プラ ンド イメ ー ジ が 高い ほど 、 (他社 製品 
を 含め ) その 規格 の 製品 は 、 消 費 者 に 対し て 魅力 を も 
っ て いる こと に な り ま す 。 

プラ ンド イメ ー ジ は 、 そ の 規格 の 製品 の 売上 が 増え る 
と 、 自 然 に 上 が っ て いき ます 。 ま た 、 プ ラン ド 宣 伝 に 
よっ て も 高め る こと が で きま す 。 


多く の 製品 を 発売 する に は 

これ まで の 説明 で 、 需 要 が 大 きく 、 競 争 力 の 高い 製品 
を 開発 すれ ば 、 多 く の 売 上 を 期待 で きる こと が お わか 
り に な っ た と 思い ます 。 

し か し 、 そ れ だ け で は 製品 は 売れ ませ ん 。 製品 を 開発 
し た 後 は 、 製造 と 販売 に 気 を 配ら な く て は な ら な い の 
で す 。 開発 し た 新 製品 の 売上 を 伸ばす の も 、 製造 ・ 販 
売 段 階 に 、 どれ だ け 力 を 入れ る か に か か っ て いま す 。 


第 造 ・ 販 売 は 他社 に 任せ る こと が で きる 

製 jm の 製造 ・ 販売 を すべ て 自社 で お こ な う こと が で き 
れ ば 、 多 く の 利 益 が 見 込め ます が 、 1 社 で 持つ こと の 
で きる 営業 所 や 工場 の 数 に は 限り が あり ます (営業 
所 ・ 工 場 ・ 研 究 所 の 合計 は 6 カ所 まで で す )。 

多く の 製品 を 販売 する た め に は 、 他 の メー カー と 契約 
を 結び 、 販売 、 ある い は 製造 と 販売 の 両方 を 委託 する 
こと が 必要 で す 。 

た だ し 、 委 託す る 部 分 が 増え る 分 だ け 、 自 社 の 得 ら れ 
る 利益 は 少な べく な り ま す 。 製造 ・ 販売 と も に 任せ て し 
まつ より も 、 販 売 の み を 任 た 方 が 、 製 品 1 台 あ た り の 
利益 は 多く な る の で す 。 


ライ セン ス 契 約 と 0 EM 契 約 

製造 ・ 販 売 を 他 メ ー カ ー で お ご こ な う 場 合 に は 、 契約 が 
必要 で す 。 

遇 造 ・ 販 売 の 両方 を 仕 せ る 時 に は ライ セン ス 契 約 を 、 
遇 造 は 自社 で お こない 、 販 売 の み を 任せ た い 時 に は 、 
OEM 契 約 を 結び ます 。 

ライ セン ス 契 約 の 場合 、 売 上 の 一 部 を ロイ ヤリ ティ と 
し て 受け 取り ます 。 自社 で 得る 利益 は この ロイ ヤリ テ 
ィ の 割合 に よる わけ で す が 、 ご これ は 契約 締結 時 の 交渉 


ざさ WS トー さ 


で 決ま り 、Z0% 前 後 が 標準 で す 。 

OEM 契 約 の 場合 は 、 製 造 後に メー カー に 卸す 際 の 掛 
け 率 に よっ て 利益 が 決ま り ま す 。 ご この 掛け 率 を 仕切 り 
率 と 呼び 、 価格 の 50% 前 後 が 標準 で す 。 

仕切 り 率 に よる 仕切 り 値 か ら 材料 費 を 引い た 分 が 自社 
の 利益 と な り ま す 。 

この よう に 、 自 社 で 製造 ・ 販 売 を お こ な う オリ ジ ナ ル 
製 m の 場合 と 比べ 、 他 社 に 委託 する と 、 そ の 分 だ け 自 
社 の 得 ら れる 利益 は 少な く な り ま す 。 契約 を 結ん で も 
な お 利益 が 見 込め る 製品 か どう か を 見 きわ め る こと が 
必要 で す 。 


合理 化 度 一 一 製造 コス ト を 抑え る 

製品 | 台 に つい て の 利益 に は 、 そ の 1 台 を 作る た め の 
材料 費 が 関係 し て きま す 。 

価格 が 同じ な ら 、 材 料 費 が 少な い ほ ど ご 利益 は 大 きく な 
り ま す 。 

で は 、 材 料 費 は どう すれ ば 少な く 抑 える こと が で きる 
の で し ょ うか 。 


「 リ ー デ ィング カン パニ ー』 に は 、 工場 に 合理 化 度 と 
SR 
1 台 を 製造 する た め の 費 用 は 少な くす み ま す 。 合理 化 
度 は その 工場 へ の 予算 額 で 決ま り ます 。 性 E が 高い 製 
品 、 付 加 機 能 の 多い 製品 を 、 で きる だ け 抽 えた 価格 で 
製品 を 作り た い 時 に は 、 合 理化 度 の 高い 工場 で 製造 し 
た 方 が 良い で し ょ う 。 


ゲー か ム 序盤 に は 何 を すれ ば 良い の か の 

さて 、 よ ぐ く 売 れ て 利益 率 も 良い 製品 と は どの よう な 製 
品 か 、 お わか り で し ょ うか が 。 

需要 が 大 きく 競争 力 の 高い 製品 を 、 材料 費 を 抑 えて 、 
製造 数 を 多く すれ ば 、 多 く の 利 益 を 見 込む こと が で き 
ます 。 

し か し 、 需要 の 大 きい 製品 の 開発 に は 、 高 い 技 術 力 と 
大 規模 な 研究 所 が 必要 と な り ま す 。 ゲ ー ム を 開始 し て 
すぐ に 、 そ の よう な 製品 を 開発 する の は ます 不可 能 で 
し ょ う 。 適当 な 需要 の 大 き さ の 製品 を 、 効 率 よ く 製 
造 ・ 販 売 す る バラ ンス 感覚 が リー ディ ング カン パニ ー 
へ の 第 一 歩 で す 。 


彰 n の が 売れ な い 時 は 
工場 の 稼働 率 が 10% 以 下 で あれ ば 、 そ の 製 各 は ほとん 
と 売れ て いな いと いえ ます 。 も し か し た ら 、 工場 や 営 


業 所 に か け て いる 予算 の 分 も 、 利益 が 出 て いな いか も 
し れ ま せん 。 

その 原因 と し て 、 他 の 製品 に 比べ 、 競 争 力 が 弱い こと 
が 考え られ ます 。 

その よう な 製品 へ の 対処 法 は 3 つ あ り ま す 。 

その 1 : 新 秋 度 を 上 げ る 

販売 後 、 年 月 が た つこ 新鮮 度 は 攻 ち て きま す 。 消費 者 
の 目 を 惹き つけ る 魅力 を 取り 戻す た め 、 改 良 を お こ な 
いま し ょ う 。 そ の 際 、 付 加 機能 を つけ る の も 効果 が あ 
り ま す 。 

その 2 : 認知 度 を 上 げ る 

消費 者 が その 製品 の 存在 を 知ら な けれ ば 、 売上 は 伸び 
る は ず が あり ませ ん 。 営業 力 の 強化 、 規 模 の 拡大 、 製 
品 広告 を お こない 、 多 く の 人 に 製品 を 知っ て も らい ま 
し よう 。 


その 3 : プラ ンド イメ ー ジ を 上 げ る 

ブラ ンド 広告 を お こ な う と 、 そ の 製品 の 規格 を イメ ー 
ジア ッ プ で きま す 。 な る べく 規模 の 大 き な メ ディ ア を 
使い 、 大 々 的 な 宣伝 活動 を お こない まし ょ う 。 


毅 g ロ は 売れ て いる が 

製品 の 売れ 行き が 好調 で も 、 安 心 は で きま せん 。 利益 
が 少な い 、 製 造 能 力 が 需要 に 追い つか な いな ど 、 さ ま 
ざま な 課題 が 残っ て いる の で は な いで し ょ うか が 。 

その 1 : 利益 が 上 が ら な い 

材料 費 が か か りす ぎ て いる こと が 考え られ ます 。 工場 
の 合理 化 が 進ん で いな いと 、 製品 1 台 あ た り の 材料 費 
が 高く つい て し まい ます 。 合理 化 を 進め る た め 、 工場 
の 予算 を 増やし まし ょ う 。 

その 2 : 稼働 率 が 100 に な っ て いる 

工場 の 稼働 率 が 100 だ と 、 需要 が その 工場 の 製造 能力 
を 上 回 り 、 売り 逃し た 台数 が 多い こと を 表し て いま す 。 
工場 の 規模 を 拡大 する か 、 新 設 す る か し て 、 製 造 台 き 
を 増やし まし ょ う 。 そ の 製品 が ライ セン ス 契 約 し た も 
の な ら 、 契約 先 に 工場 規模 の 拡大 を 要請 し まし ょ う 。 


リー ディ ング カン パニ ー を 目指 し て 

どの 市 場 で 製品 を 開発 し て も 、 必ず 需要 は あり ます 。 
その 需要 を 最大 限 に 自社 の 売上 と し て 取り 込め ば 良い 
の で す 。 

勝利 条件 で も ある 「 性 能 PRO ・ 価 格 4 万 円 」 と いう 、 
最大 の 需要 を 対象 と する 製品 を 開発 で きる よう に な る 
まで 、 既 存 の 製品 すべ て に お いて 、 最大 の 売上 を 達成 
で きる よう 工夫 を 凝 らし て くだ さい 。 


さ 沼 S ぶ ー さ 詞 條 


回 圏 負 へ 叶 EN5 


自社 の 各部 著 、 自 主 規格 協議 会 の 他社 メー カー に コマ 


ンド を 出す 画面 で す 。 


① 年 と 四半 期 
(区 が 四 つ で 1 年) 


⑤⑥ コ マン ドア イコ ン 

(⑥ 自 協議 会 製品 の マト リク ス 
(⑦ 自 協議 会 製品 一 覧 

⑧ 製 品 売 上 と 前 四半 期 と 
の 売上 比較 

⑨ 目 協議 会 名 、 協議 会 カラ ー 


Eu (0 現在 の 手持 ち 資 金 


※ セ レク ト ボ タン を 押す と 、 各 施設 が 担当 し て いる 製 


品 を 見 る こと が で きま す 。 


※ 新 増設 や 予算 の コマ ンド を お こ な う と 、 そ の 内 容 に 
応じ 、 建 物 の グラ フィ ッ ク が 変化 し ます 。 
※B ボ タン を 押す と 、 製 品 情報 の 画面 に 切り 替わり ま 


す 。 


> を 任意 の 製品 名 に 合わ せ 、A ボ タン を 押す と 、 製品 


の デー タ 一 覧 を 表示 し ます 。 


VI WVEK: TE まさ な da5RH 


① 製 品 グ ラフ ィ ッ ク と 売 
上 の 推移 
② (上 か ら ) 
製品 名 
販売 メー カー 名 
契約 の 種類 
モデ ル 名 
(性 能 を 表す ) 
価格 


B ボ タン で オフ ィ ス 画面 に 戻り ます 。 セ レク ト ボ タン 
で 他 協 議会 の 製品 を 見 る こと が で きま す 。 


オフ ィ ス 画面 の コマ ンド 


品 美 

人 一覧 

自社 の 営業 所 で 販売 し て いる 製品 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
加 m 礼 の 横 の マー ク は 、[\] が 販売 中 を 表し 、[ ベ ペン 
と 定規 ] は 開発 中 、[ ネ ジ ] は 改良 中 を 表し ます 。 

人 @ 中 上 

製 Gm の 販売 を 中 止 し ます 。 

① 販 売 を 中 止 す る 製 語 を 画面 右側 の 一 覧 表 か ら 選 び 、 
A ボ タン を 押し ます 。 

② 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ ば YE S 
を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます 。 

製 避 を 担当 し て いた 営業 所 、 工 場 は 遊休 設備 こと なり ます 。 
販売 を 中 止 し た 製品 を 、 再販 売 す る こと は で きま せん 。 
OFEM、 ラ イセ ンス 契約 の 製品 を 販売 中 止 に し た 場合 、 
契約 は 自動 的 に 解除 され ます 。 

人 @ 揚 当 

製 Gm の 販売 を 担当 する 営業 所 を 変更 し ます 。 

① 担 当 さ せる 製品 を 、 画面 右側 に 表示 され る 一 覧 表 か 
ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。「 一 SPARE 一 ] を 
選ぶ と 、 営 業 所 を どの 製品 も 担当 し な い 遊 休 設 備 に す 
る こと に な り ま す 。 

(② 移 動 さ せる 営業 所 を 、 製 訓 グ ラフ ィ ッ ク の 下 に 表示 
され る 営業 所 マー ク か ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。 
製本 が 複数 ある 場合 は 、 還 ボタ ン の 1 ! で 切り 替え る 
こと が で きま す 。 

③ 宮 業 所 マー ク が 、 担 当 さ せる 製品 の 下 に 移動 し ます 。 
一 度 に 複数 の 営業 所 の 担当 を 決め る 場合 は 、② の 操作 
を 繰り 返し ます 。 
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B ボ タン を 押す と 確認 の メッ セー ジ が 表示 され 、 よ け 
れ ば Y ES を 、 決 め 直 す 場 合 は NO を 選び ます 。 

選ん だ 営業 所 を キャ ン セ ル す る 場合 は 、A ボ タン で 営 
業 所 を も と の 製品 に 戻し て か ら 、B ボ タン を 押し ます 。 
ー つ の 営業 所 で 複数 の 製 台 を 担当 する こと は で きま せ 
ん 。 ニニ つ 以 上 の 営業 所 で 一 つの 製品 を 担当 する 場合 は 、 
規模 は 合計 され 、 営 業 力 は 平均 化 さ れ ま す 。 

担当 する 製品 を 持た ず 、 遮 休 設 備 と し た 営業 所 で も 、 
予算 は か か り ま す 。 

人 @ 新 説 

上 qm を 担当 する 営業 所 を 新しく 設け ます 。 

① 担 当 さ せる 製品 を 、 画面 右側 に 表示 され る 一 覧 表 か 
ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。「 一 SPARE 一 ] を 
選ぶ と 、 遊 休 の 営業 所 を 新設 する こと に な り ま す 。 

② 新 設 する 営業 所 の 規模 (ーP.41) を 選び ます 。 画面 
右上 に 新設 後 の 営 業 所 グラ フィ ッ ク 、 お よび 営業 員 
数 ・ 営 業 力 ・ 新 設 費用 が 表示 され ます の で 、 キ ボタ ン 
の † } で 仕 意 の 規模 を 選び 、A ボ タン で 決定 し ます 。 
3③ 最 後に 、 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ 
ば YES を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます 。 
規模 に よっ て 必要 な 維持 費 は 異な り ま す 。 

新設 し た 営業 所 の 予算 は 、 維 持 費 の 100% に 設定 され 
て いま す 。 

人 @ 境 計 

営業 所 の 規模 を 拡大 し ます 。 

① 拡 張 する 営業 所 を 、 製 品 グ ラフ ィ ッ ク の 下 に 表示 さ 
れる 営業 所 マー ク か ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。 

製 jm が 複数 ある 場合 は 、 生 ボタ ン の 1 ! で 、 切り 替え 
る こと が で きま す 。 

② 拡 張 する 営業 所 の 規模 を 選び ます 。 画面 右上 に 拡張 
後 の 営 業 所 グラ フィ ッ ク お よび 営業 員数 ・ 営 業 力 ・ 拡 


張 費 用 が 表示 され ます の で 、 ボ タン の 1 }! で 任意 の 
規模 を 選び 、A ボ タン で 決定 し ます 。 

③ 最 後に 、 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ 
ば YES を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます 。 
規模 に よっ て 必要 な 維持 費 は 異な り ま す 。 

拡張 し た 営業 所 の 予算 は 、 そ れ ま で の 予算 率 と 等 し く 
設定 され 、 営 業 員 を 増員 し た 分 だ け 、 営業 力 は 低下 し 
ます 。 

信 却 却 

営業 所 を 売却 し ます 。 

① 売 却 する 営業 所 を 、 製品 グラ フィ ッ ク の 下 に 表示 さ 
れる 営業 所 マー ク か ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。 
製品 が 複数 ある 場合 は 、 生 ボ タン の 1 }! で 、 切り 替え 
る こと が で きま す 。 

(②⑳ 画 面 右上 に 売却 する 営業 所 グラ フィ ッ ク お よび 営業 
員数 ・ 営 業 力 ・ 売 却 額 が 表示 され ます 。 

3③ 最 後に 、 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ 
ば YE S を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は N O を 選び ます 。 
製品 を 担当 し て いる 営業 所 を すべ て 売却 する と 、 そ の 
明 m の 販売 は 停止 し 、 売上 は 上 が ら な く な り ま す 。 

人 で 予算 

各 営 業 所 の 予算 を 変更 し ます 。 

① 予 算 を 変更 する 営業 所 を 、 製 品 グ ラフ ィ ッ ク の 下 に 表 
示さ れる 営業 所 マー ク か ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。 
製品 が 複数 ある 場合 は 、 生 ボタ ン の 1 ! で 、 切り 替え 
る こと が で きま す 。 

② 画 面 右 上 に 、 予算 を 変更 する 営業 所 の グラ フィ ッ ク 
お よび 営業 員数 ・ 営業 力 ・ 予算 率 ・ 必要 維 持 費 ・ 現在 
の 予算 額 が 表示 され ます 。 

キ ボ タ ン の ーー で 予算 の % を 増減 し 、A ボ タン で 決定 
し ます 。 


団 園 ANNJN 「 C3 較 


ElEDNENN ド 湯  / 


③ 最 後に 、 確 認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ 
ば YES を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます 。 
予算 は 維持 費 を 100% と し て 、50~200% の 間 で 設定 
し ます 。 予算 率 を 1100 未満 に 設定 する と 、 営 業 力 は 
低下 し 、101% 以 上 に する と 上 昇 し ます 。 . 


製造 

代 一 覧 

自社 の 工場 で 製造 し て いる 製品 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
担当 

製品 を 担当 する 工場 を 決め ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [担当 ] と 同じ で す 。 
ー つ の 工場 で 複数 の 製品 を 担当 する こと は で きま せん 。 
ニ つ 以上 の 工場 で つの 製品 を 担当 する 場合 は 、 規 模 
は 人 台 計 され 、 合理 化 度 は 平均 化 さ れ ま す 。 

担当 する 製品 を 持た ず 、 遊 休 設 備 と な っ た 工場 で も 、 
予算 は か か り ま す 。 

念 新設 

製 j ロ を 担当 する 工場 を 新しく 設け ます 。 

操作 方 法 は [営業 | コマ ンド の [新設] と 同じ で す 。 
規模 に よっ て 必要 な 維持 費 は 異な り ま す 。 新設 し た 工 
場 の 予算 は 、 維 持 費 の 100% に 設定 され て いま す 。 

@ 夫 設 

工場 の 規模 を 拡大 し ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [増設 ] と 同じ で す 。 
製造 員 を 増員 し た 分 だ け 、 合理 化 度 は 低下 し ます 。 
拡張 し た 工場 の 予算 は 、 そ れ ま で の 予算 率 と 等 し く 設 
定 さ れ て いま す 。 


人 @ 元 序 

工場 を 売却 し ます 。 

操作 方 法 は [営業 ] コマ ンド の [売却 ] と 同じ で す 。 
製 串 を 担当 し て いる 工場 を すべ て 売却 する と 、 そ の 製 
mm の 製造 は 停止 し 、 売上 は 上 が ら な く な り ま す 。 

@⑯ 仙 

各 工 場 の 予算 を 変更 し ます 。 

操作 方 法 は [営業 ] コマ ンド の [予算] と 同じ で す 。 
予算 は 、 維 持 費 を 100% と し て 、50-200% の 間 で 設 
定 し ます 。 予算 率 を 100% 未 満 に 設定 する と 、 全 理化 
度 は 低下 し 、101% 以 上 に する と 上 昇 し ます 。 


開発 

人 @ 一 覧 

研究 所 で 開発 し て いる 製品 の 一 覧 を 表示 し ます 。 
信書 発 

新 製 Gm を 開発 し ます 。 

ー つ の 協議 会 で 販売 ・ 開発 で きる 製品 数 は 、 合計 で 6 
個 ま で で す 。 性 能 と 価格 が まっ た く 同 じ 自 協議 会 製 串 
を 、 開発 する こと は で きま せん 。 

ー つ の 研究 所 で 複数 の 製品 を 開発 する こと は で きま せん 。 
① 開 発 を お こなつ 市 場 (製品 の 性 能 こ 価格 ) を 、 画面 
右上 の 市 場 マ トリ クス で 選び (性 能 は 和 を ボタ ン の 1† , 、 
価格 は ーー で 選択 ) 、A ボ タン を 押し ます 。 

セレ クト ボタ ン で 、 他 協議 会 の 製品 と 比べ る こと が で 
きま す 。 

② 開 発 を お こ な う 研究 所 を 、 製 串 グ ラフ ィ ッ ク の 下 に 
表示 され る 研究 所 マー ク か ら 選 び 、A ボ タン を 押し ます 。 
製品 が 複数 ある 場合 は 、 生 ボタ ン の 1 ! で 、 切り 替え 
る こと が で きま す 。 


団 固 代 へ 役人 
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③ 研 究 所 マー ク が 、 担 当 さ せる 製品 の 下 に 移動 し ます 。 
B ボ タン を 押す と 確認 の メッ セー ジ が 表示 され 、 よ け 
れ ば YES を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は NO を 選び ます 。 
(④ 次 に 、 付 加 機能 を 付け る か どう つか を 選び ます 。 
付け る 場合 は [付加 機能 ] を 選び 、A ボ タン を 押す と 、 
画面 右側 に 付加 機能 選択 画面 が 表示 され ます 。 


① 製 品 グ ラフ ィ ッ ク と 付 
加 機 能 マ ー ク 

② 担 当 研究 所 マー ク 

③ 新 鮮度 の 推移 

(グラ フ は ター ン を 表す 。 数 
字 は 、 付 加 機 能 を 加え た 現 
在 の 本 体 新 鮮度 を 表す ) 。 
(④ 自 社 工 場 と 他 メ ー カ ー の 
工場 と で 生産 を お こ な っ た 
場合 の 材料 比率 の 見 込 
⑤ 付 加 機 能 を つけ た 場合 
の 新鮮 度 の 上 昇 と 材料 費 


※ 付 加 機能 の 付け 方 


キ ボ タ ン の ーー で 付加 機能 を 選び ます 。 

A ボ タン で 決定 し ます 。 

選ば れ た 付加 機能 に は 装 マ ー ク が 付き ます 。 一 度 選ん 
だ 付加 機能 を キャ ン セ ル す る 時 は 、 も うつ 一 度 A ボ タン 
を 押し 、 装 マー ク を 消し ます 。 

すべ て の 選択 が 終 Y し た ら 、B ボ タン を 押し ます 。 
付加 機能 よい くつ で も 付け る こと が で きま す 。 

ゲー ム の 年 代 が 進む と 、 付加 機能 は 流行 し た り 、 標準 化 
し た り し ます 。 流行 中 の 付加 機能 名 は 黄色 で 表示 され 、 
それ を 選ぶ と 、 新 鮮度 を より 高め る こと が で きま す 。 
標準 化し た 付加 機能 名 は 赤く 表示 され 、 最 初 か ら 装 備 
中 の 状態 に な り ま す 。 

標準 化し た 付加 機能 を は ず ず と 新鮮 度 は 下がり ます 。 


人 改良 

製 避 を 改良 し 、 新鮮 度 を 再び 高め ます 。 

改良 は 開発 の 要領 で お こない 、 付 加 機 能 も 新た に 付け 
る こと が で きま す 。 

改良 中 で も 旧 製 品 は その まま 販売 され ます 。 た だ し 、 
消費 者 の 買い 控え や 材料 費 の 変動 が 起こ る こと が あり 
ます 。 

信人 完 表 

開発 ・ 改 良 を 終え て 、 製 品 を 発表 し ます 。 

① 画 面 右側 に 表示 され る 一 覧 表 か ら 、 発 表す る 製品 を 
選び 、A ボ タン を 押し ます 。 

(② の 確認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 よ けれ ば Y ES 
を 、 キ ャ ン セ ル す る 場合 は N O を 選び ます 。 

工場 ・ 営 業 所 が 配置 され て いれ ば 、 次 ター ン か ら そ の 
製品 を 販売 する こと が で きま す 。 営業 所 ・ 工 場 の ど ち 
ら か が 欠け て いる と 、 売上 は 上 が り ま せん 。 

また 、 付 加 機 能 を 除い た V T R 本 体 の 新鮮 度 が 10 を 越 
えな い 製 品 は 、 発表 する こと が で きま せん 。 

発表 時 の 新鮮 度 は 、 付 加 機能 を 加え た も の で す 。 
念 中 上 

製品 の 開発 ・ 改 良 を 中 止 し ます 。 

中 止 は 発表 の 要領 で お こない ます 。 

一 度 開発 を 中 止 し た 製品 を 再開 発する 場合 は 、 一 か ら 
開発 を や り 直 すこ と に な り ま す 。 

@ き 担当 

製品 を 担当 する 研究 所 を 決定 し ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [担当] と 同じ で す 。 
ー つ の 研究 所 で 複数 の 製品 を 担当 する こと は で きま せ 
ん 。 二 つ 以 上 の 研究 所 で 一 つの 製品 を 担当 する 場合 は 、 
技術 力 は 平均 され 、 規模 は 合計 され た も の と な り ま す 。 
担当 する 製品 を 持た ず 、 遊 休 設 備 と な っ た 研究 所 で も 、 
予算 は か か り ま す 。 


団 固 A へ NIS 人 人 


回 圏 穫 へ 537 


信 新 

束 ロ を 担当 する 研究 所 を 新しく 設け ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [新設 |] と 同じ で す 。 
規模 に よっ て 必要 な 維持 費 は 異な り ま す 。 

新設 し た 研究 所 の 予算 は 、 維 持 費 の 100% に 設定 され 
て いま す 。 

人 @ 堆 設 

研究 所 の 規模 を 拡大 し ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [増設 | と 同じ で す 。 
拡張 の 規模 に 比例 し て 、 そ れ ま で の 技術 力 が 低下 し ま 
す 。 拡張 し た 研究 所 の 予算 は 、 そ れ ま で の 予算 率 と 等 
し く 設 定 さ れ て いま す 。 

人 @ 寺 却 

研究 所 を 売却 し ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [売却 ] と 同じ で す 。 
製 qm を 担当 し て いる 研究 所 を すべ て 売却 する と 、 そ の 
束 nn の 開発 ・ 改 良 は 停止 し ます 。 

人 @ 予 見 

各 研 究 所 の 予算 を 変更 し ます 。 

操作 方 法 は [営業] コマ ンド の [予算]」 と 同じ で す 。 
予算 は 維持 費 を 100% と し て 、50~200% の 間 で 設定 
し ます 。 予算 率 を 100% 未 満 に 設定 する と 、 投 術 力 は 
低下 し 、101% 以 上 に する と 上 昇 し ます 。 

規模 が 大 きく な る に し た が っ て 、 維 持 費 は 上 昇 し ます 。 


※ 担 当 替 え 、 新 開発 、 改 良 、 付 加 機能 の 各 コ マン ド で 、 
複数 の 設備 や 機能 を 選択 する 時 、A ボ タン で ONO 
F F を 選び 、B ボ タン で 終了 し ます 。 

※ キ ャ ン セ ル す る 時 は 、A ボ タン で 設備 や 機能 を 前 の 
状態 に 戻し て か ら 、B ボ タン を 押し ます 。 


経理 

@ 部 厨 

前 四半 期 の 売上 高 と 費用 に つい て 報告 し ます 。 

費用 や 利益 の 項目 を A ボ タン で 選ぶ と 、 ピ 明細 が 表示 さ 
れ ま す 。 

人 @ 借 人 

借り 人 れ を お こない ます 。 元 金 と 利息 を 合わ せ 、 10 回 
の 分 割 返済 に な り ま す 。 借 入金 は 自動 的 に 返済 され ま 
す 。 


協議 

VTR の 自主 規格 を 持た な い 会 社 に 、 自 社 で 開発 し た 
捉 m の 販売 また は 製造 販売 を お こ な う よう 勧誘 し ます 
(CP.43)。 

契約 に は 、 製 造 か ら 販売 まで 任せ る ライ セン ス 契 約 と 、 
販売 の み を 委託 する O E M 契 約 が あり ます 。 担当 工場 
が 決ま っ て いる 製品 で 契約 交渉 を お こ な う と 、 自動 的 
に 、OEM 契 約 で の 交渉 と な り ま す 。 

他 メ ー カ ー の 社長 に 契約 を 申し 込ん で も 、 面 会 を 断ら 
れる 場合 が あり ます 。 ま た 、 社長 と 会 うこ と が で き て 
も 、 契約 が 成立 する と は 限り ませ ん 。 

面会 し や すさ 、 契約 の 成立 し や すさ は 、 そ の 会 社 の 信 
用 度 こ と し て 表 さ れ ま す 。 信用度 は 、 相 手 会 社 が 自 協議 
会 を どの 程度 信用 し て いる か を 示す も の で 、 最高 値 は 
100 で す 。 信用度 が 40 を 越え て いる よう な ら 、 契約 で 
きる 可能 性 が あり ます 。 

信用 度 は 、 自 協議 会 の シェ ア が 上 が っ た り 、 契約 し て 
いる 製品 で 利益 が 出る と 上 昇 し 、 協 議会 の シェ ア が 下 
が っ た り 、 契約 し た 製品 の 売れ 行き が 低迷 する と 低下 
し ます 。 


EIEESNK 生 KG 
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一 度 在 約 が 成立 し た 会 社 は 、 自 協議 会 メン バー と な り 、 
解約 し て も メン バー か ら 外 れる こと は あり ませ ん 。 メ 
ン バ ー は 、 他 メー カー に 比べ て 契約 が 結び や すく な り 
ます 。 

他 協 議会 の メン バー で あっ て も 、 自 協議 会 に 引き 抜い 
て 契約 する こと が で きま す 。 ま た 、 逆 に 他 の 協議 会 に 
メン バー を 取ら れ て し まう 場合 も あり ます 。 契約 製品 
の 不振 に より 業績 が 悪化 する と 、 メ ン バ ー が 協議 会 を 
脱退 し て し まう 場合 も あり ます 。 


① 会 社 に 対す る 信用 度 
(② 製 品 販売 時 の 利益 見 込 
み 


③ 奨 約 条 件 


契約 が 可能 な 各社 の 信用 度 、 営 業 所 ・ 工場 な どの デー 
タタ を 一 覧 で 表示 し ます 。 本 ボタン の ーー 一 で 表示 する デ 
ー タ を 「 契約 種類 の 信用 度 ] か 「 営 業 員 ・ 営業 力 ]、 ま 
た は 「 製 造 貞 ・ 合理 化 度 ] に 変更 し ます 。 契約 中 の メ 
ー カ ー は 、 契約 の 種類 が 同時 に 示さ れ ま す 。 

人 @ 享 

著 9 メ ン バ ー の 前 四半 期 の 会 計 報 告 を お こない ます 。 
@ 約 

ライ セン ス ・OEM 契 約 の 締結 交渉 を お こない ます 。 
ます 、 契約 する 製品 を 画面 右側 の 一 覧 表 か ら 選 び ま す 。 
自動 的 に 、 目 社 の 担当 工場 が 決ま っ て いる 場合 は OE 
M 契 約 、 決 まっ て いな い 場 合 は ライ セン ス 契 約 に な り 
ます 。 


次 に 、 契約 を 申し 込む メー カー を 選び 、 申し 込む ロイ 

ヤリ ティ ・ 仕 切 率 を 設定 し ます 。 

担当 営業 所 が 決ま よっ て いる 製品 は 、 契約 を 結ぶ こと が 

で きま せん 。 

要請 

契約 中 の 他社 に 、 設備 投資 な どの 要求 を 伝え ます 。 要 

請 可能 な 交渉 は [報告] [解約 ] [営業 ] [製造 ] 

[条件 ] で す 。 

[報告 : 前 加 半期 の 収支 の 報告 を うけ ます 。 十分 な 利 
益 が 出 て いれ ば 、 要請 は お こない や すく な り 
ます 。 

[解約 ] : 現在 締結 し て いる ライ セン ス 契 約 、O E M 契 
約 を 取り や め ま す 。 メ ン パ バー メー カー の 営業 
所 ・ 工 場 は 担当 か ら は ずれ ます 。 

: 「 増 設 」 営業 所 の 規模 の 拡大 を 要請 し ます 。 
Ne 
び ま す 。 「 予 算 」 営業 力 を 強化 する た め 
業 所 予算 の 増加 、 また は 和 を 場 や す た め に 
営業 所 予算 の 削減 を 、 契約 メー カー に 要請 し 
ます 。 

製造] : [増設] (ライ セン ス 契 約 先 の み ) 工場 規模 の 

拡大 を 要請 し ます 。 拡張 する 規模 (増員 する 
製造 員 の 人 数 ) を 選び ます 。 
「 予 算 」( ラ イセ ンス 契約 先 の み ) 工場 の 合理 
化 を 推進 する た め 、 工 場 予算 の 増加 、 ま た は 
利益 を 増やす た め に 工場 予算 の 削減 を 、 契約 
メー カー に 要請 し ます 。 

[条件 ] : ロイ ヤリ ティ 率 ・ 仕 切 率 を 変更 し ます 。 
これ ら を 上 げ る と 信用 度 は 下がり 、 下げ る と 
信用 度 は 上 が り ま す 。 
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社長 

信勝 利 

勝利 条件 の 各 需 目 と 本 年 度 の 実績 を 表示 し ます 。 
勝利 条件 の 達成 や 、 敗北 条件 の 抵 触 を 確認 で きま す 。 
人 @ 間 益 

目 社 の 製品 別 の 利益 一 覧 表 を 表示 し ます 。 

その 製品 で 、 自 社 が どれ だ け の 利益 を 上 げ て いる か を 
表し ます 。 


機能 

@SAVE 

デー タ の 記録 を お こない ます (ーP.9 )。 
2 BGM 

ゲー ム 中 に 流れ る 音楽 を 変え ます 。 

@BGM 

ゲー ム 中 に 流れ る 音楽 の ON ノ OFF を 選び ます 。 
全 12 曲 の な か か ら 、 好き な 曲 を 選ぶ こと が で きま す 。 
白 字 で 表示 され て いる の が 、 現在 の 状態 で す 。 
WEFFEC「 

効果 音 の ON プ 0FF を 選び ます 。 

白 字 で 表示 され て いる の が 、 現在 の 状態 で す 。 
@MESSAGE SPEED 

メッ セー ジ を 表示 する 時 間 を 、3 段階 で 切り 替え ます 。 
@GAME END 

ゲー ム を 終了 し ます 。 


パス 
癌 部 閉 へ の 指示 を 終え 、 マ ー ケ ッ ト 画 面 に 移り ます 。 


オフ ィ ス 画面 で パス を 選ぶ と 、 マ ー ケ ッ ト 画 面 に 移り 、 
いよ いよ 商戦 に 入り ます 。 


1 2) LVT1@ VT- 1 Ti ① 年 ・ 四半 期 
線 0 凍 の 反 議会 名 ・ 手 持ち 次 


金 
③ 自 協議 会 製品 の 認知 
| 度 

| (ブラ ンド 宣伝 を 選ぶ 
宮寺 と ブラ ンド イメ ー ジ を 
請 雇 表示) 


① 製 品 (白い グラ フ ) 
の 消費 者 層 ( 黄 枠 で 囲 
まれ て いる 範囲 ) 

② (担当 し て いる ) 営 
業 員 数 営業 カ 

付加 機能 ( 星 の 数 で 表 


団 圏 サー く < 5 


最初 に 各 協 議会 の 宣伝 を お こない 、 そ れ が 終わ る と 、 
市 場 に 各 協議 会 の 製品 すべ て の 売上 が 表示 され ます 。 

※ 宣 伝 に は 、 製 品 ご と の 認知 度 を 上 げ る 製品 広告 と 、 
自 協議 会 の ブラ ンド 力 を 高め る ブラ ンド 宣伝 が あり ま 
す 。 1 四半 期 に つき どちら か 一 つ を お こ な う こと が で 
きま す 。 

※ 宣 伝 活動 の 成否 は 営業 所 の 規模 ・ 営 業 力 の 高 さ に よ 
り ま す 。 失 敗 す る と 認知 度 ・ ブ ラン ド 力 は 上 が り ま せん 。 


nn 理 伝 

製 避 ご と に 宣伝 活動 を お こない ます 。 成功 する と 、 宣 
伝 を お こ な っ た 製品 の 認知 度 を 高め る こと が で きま す 。 
① 製 品 を 選び 、 そ の 製品 の 認知 度 を 高め る だ け の 製品 
宣伝 と 、 他 協議 会 製品 と 比較 する 比較 広告 の どちら か 
を 選び ます 。 

比較 広告 が 成功 する と 、 他 協議 会 対象 製品 の 認知 度 が 
下がり 、 自 協議 会 製 避 の 説 知 度 が 上 が り ま す 。 

② ど の よう な メデ ィ ア で 宣伝 活動 を お こなつ うか が を 決定 
し ます 。 費用 は 、 そ の 製品 を 販売 し て いる メー カー が 
負担 し ます が 、 盟主 に 援助 を 求め て くる こと も あり ます 
使用 する メデ ィ ア の 規模 に より 、 宣伝 費用 は 異な り ま ? 
す 。 担 当 営業 所 規模 が 大 きく な る と 、 選 択 で きる メデ 
ィ ア の 種類 が 増え ます 。 


ブラ ンド 宣伝 

規格 全体 の 、 プ ラン ドイ メー ジ を 高め ます 。 

ブラ ンド 宣伝 の 費用 は 器 主 メー カー が 負担 し ます 。 
成功 する と ブラ ンド イメ ー ジ が アッ プ し 、 自 協議 会 製 
mm が 全体 的 に 売れ や すべ なり ます 。 メ ディ ア の 種類 に 
より 、 必要 な 費用 が 異な り ま す 。 


通常 営業 

マー ケッ ト 画 面 の 最初 で B ボ タン を 押す か 、 製 品 宣伝 
を 選ん で 宣伝 の 方 法 を 指定 し な い 製品 を 残す と 、 大 き 
な 宣伝 活動 は お こない ませ ん 。 営業 所 の 予算 内 で の 販 
売 促進 な ど を 通じ 、 認 知 度 を 高め ます 。 営業 力 が 低い 
場合 や 、 営 業 員 が 需要 台数 に 比べ て 不足 し て いる 場合 、 
通常 営業 だ け で は 誰 知 度 が 下がる 場合 も あり ます 。 


※ イ ベン ト 

マー ケッ ト 画 面 で は 、V T R 市 場 に 関係 ある ニュ ー ス 
が 流れ た り 、 協 議会 へ の 参 人 脱退 な ど が 発表 され ます 。 
イベ ント に よっ て は 、V T R の 売れ 行き が 伸び た り 、 
逆 に 落ち 込ん だ り し ます 。 


ペーNS ゥ ー す ヽ て uu 


ルイ ヤー へ の アド バイス 』 


な か な か が 思う つよ うに 進め られ な い 方 の た め に 、 ゲ ー ム 
の 流れ に 治っ て アド バイ ス し ます 。 


他 協議 会 より も 売上 を 上 げ る に は 、 性 能 が 高く 価格 の 
低い 製品 を 開発 する こと が 基本 で す 。 

し か し 、 高 性 能 の 製品 ほど 、 高い 技術 力 と 大 勢 の 研究 
員 を 必要 と する だ け に 、 た くさ ん の 資金 と 時 間 が 必要 
で す 。 

また 、 性 能 が 高けれ ば 材料 費 も 高く な る の で 、 合 理化 
度 の 高い 工場 も 必要 に な り ま す 。 

対象 と な る 消費 者 の 多い 製品 を 開発 する た め に 、 ま ず 
は 短期 で 開発 可能 な 製品 の 競争 力 を 高め 、 ヒ ッ ト さ せ 
て 、 資金 を 稼ぎ まし ょ う 。 


ヒッ ト 製 品 を 作る た め に 、 同じ 性 能 、 同じ 価格 の 製品 
で あっ て も 、 他 協議 会 製品 より 新鮮 度 の 高い 製品 に 仕 
上 げ る こと が 、 重要 な ポイ ント と な り ま す 。 


新鮮 度 の 高い 製品 を 開発 する た め に は 、 ま す 研 究 所 の 
設備 を 整え る 必要 が あり ます 。 研究 所 の 予算 を 上 げ 、 
資金 に 余裕 が あれ は 研究 所 の 規模 を 拡大 し まし ょ う 。 

研究 所 の 必要 維持 費 よ り も 予算 を 高く 設定 する と 少し 
すず つ 技 術 力 が 上 が っ て いき ます 。 ま た 、 規模 が 大 きい 
研究 所 で の 開発 ほど 、 短期 間 で 新鮮 度 の 高い 製品 を 開 
発する こと が で きま す 。 


開発 の 進め 方 


① 事 前 リサ ー チ 

まず 、 自社 の 研究 所 の 能力 を 確認 レ しま す 。 

現時 点 の 能力 で 、 開発 可能 な 製品 レベ ル (性 能 ・ 価格 ) 
を 開発 画面 で 確認 し ます (開発 する 市 場 を 選ぶ と 材料 
費 率 が 、 研 究 所 を 選ぶ と 、4 ター ン 先 まで の 新鮮 度 の 
推移 が 表示 され ます )。 

100% を 超え る よう な 材料 費 の 製品 は 、 か な り 合 理化 
度 の 高い 工場 で な けれ ば 、 原価 割れ を 起こ し て し まい 
ます 。 

また 、4 ター ン た っ て 少し も 新鮮 度 が 高 ま ら な いよ う 
な 製品 は 、 も っ と 技術 力 が 高く な っ て か ら 、 開 発 を す 
る べき で す 。 

技術 力 が 低い 研究 所 で の 、 高 性 能 製品 の 開発 は 考え も 
の で す 。 ぞ その よう な 研究 所 で 、 性 能 の 高い 製品 を 開発 
し て も 、 開 発 期間 が か か りす ぎ た り 、 新 鮮度 の 低い 製 
qmm に な っ て し まい 、 結 果 的 に 売れ な い 製 品 に な る 可能 
性 が 高い の で す 。 

事前 リサ ー チ に より 、 無理 の な い 開 発 を お こ な う こと 
が 必要 で す 。 


② 新 製 G ロ 開発 

新 製 Gn を 目 社 の 研究 所 で 開発 し ます 。 複数 の 研究 所 で 、 
同時 に 一 つの 製品 の 開発 を お こ な う ほう が 、 短期 間 で 
新鮮 度 の 高い 製品 を 開発 する こと が で きま す 。 
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製造 と 販売 
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1 競 め 告 ・ 販 売 体制 決定 

開発 期間 中 に 、 製 品 の 製造 ・ 販 売 を 自社 で お こ な う か 、 
他社 で お こなつ うか を 決定 し ます 。 

契約 に は 、 製 造 は 自社 で お こない 、 販 売 の み を 他社 に 
任せ る タイ プ (OEM) と 、 製 造 ・ 販 売 と も 他社 に 働 
せる タイ プ (ライ セン ス ) の 二 通 り が あり ます 。 

卓 告 の み を 他社 に 任せ る こと は で きま せん 。 

製造 ・ 販 売 と も に 自社 で 担当 すれ ば 、 利益 は 最大 に な 
り ま す 。 し か が し 、 手持 ちの 営業 所 ・ 工 場 が 他 の 製品 で 
手 い っ ぱい の 時 や 、 他 協議 会 へ の 対抗 上 、 製 品 を 増 や 
し た い 時 は 、 積 極 9 に 契約 し て いく こと が 必要 で す 。 


の 発売 
製品 を 発売 する 時 期 を 判断 し 、 新 製品 の 発表 を お こ な 
いま す 。 こ れ を お ご こ な わ な いと 、 工場 や 営業 所 が 配置 


され て いて も 、 製 品 を 販売 する こと は で きま せん 。 
発表 後 の マ ー ケ ッ ト 画 面 (ーーP.33) か ら 、 そ の 製品 は 
販売 され ます 。 販売 後 は 、 必 ず 宣 伝 活動 で 製品 の 認知 
度 (ーP.41) を 高め まし ょ う 。 

ー 方 で 、 工場 の 合理 化 を すす め て コス ト ダ ウン を 図る 
こと も 必要 で す 。 


3 問題 点 調査 

製品 発売 後 、1 CZ 期 後に は 売 行き が は っ きり わか る 
よう に な り ま す 。 

何 か 問 題 が ある 場合 や 、 製品 に つい て の 新 情報 が 入っ 
た 場合 は 、 オ フィ ス 画 面 (-P.20)0 で 、 オ フィ スコ マ 
ンド を 選ん だ 時 に 、 そ の コマ ンド 担当 の 部 長 か ら の 報 
告 が あり ます 。 


(④ 問 題 点 クリ ア 
ざ で 報告 され た 問題 点 を 診 用 断 し 、 今 後 の 新 製品 開発 に 
役立て ます 。 製品 は 、 新 鮮度 が 低い 、 原価 割れ を 起こ 
De 認知 度 が 低い 、 製 造 が 追い つい て いな いな 
ご 、 さまざま な 欠点 を 抱え て いる 場合 が あり ます 。 
これ ら の 和 欠点 を 解消 する た め に は 、 予算 を 変更 し た り 、 
設備 規 模 を 拡大 する こと が 必要 で す 。 
認知 度 が 低けれ ば 、 宣伝 を 大 きく お こない 、 ま た 、 担 
当 営 業 所 の 営業 力 を 高め る こと で 、 少 し ずつ 認知 度 を 
上 げ る こと が で きま す 。 そ の た め に は 、 予 算 を 必要 維 
持 費 より も 多め に 設定 する こと が 必要 で す 。 
また 、 工場 の 稼働 率 が 100% と いう 場合 は 、 工 場 の 製 
造 能力 を 越え る ほど 製品 が 売れ て いる と いう こと を 示 
し て いま す 。 工場 規模 を も っ と 大 きく する か 、 他 の 工 
場 も その 製品 の 担当 に させ る な ど 、 工場 の 製造 能力 を 
高め る こと が 必要 で す 。 


この よう に 、 製 gm こと に 欠け て いる 条件 を クリ ア し 、 
収益 を の ば し て 新 製品 開発 の 資金 を 貯め て いき ます 。 


① 製 品名 

② 製 品 を 製造 し て いる 
工場 の 稼働 率 

③ 工 場 の 材料 費 率 

(④ コマ ンド の 一 覧 表 
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リブ ィ イン 錠 ツル ヒー 勝 


本 マニ ュ ア ル で は 、 次 の 用 語 を 使用 し て いま す 。 


コマ ンド 
自社 の 各部 門 へ の 指令 で す 。 


ーー ンジ 
コマ ンド を お ご こ な う 機会 で す 。 

オフ ィ ス 画面 (>P.20) の 開始 か ら マ ー ケ ッ ト 画 面 
C っ >P.33) の 終了 まで を 1 ター ン と し ます 。 ゲ ー ム 中 
で は 1 四半 期 ご と に コマ ンド を お こない ます の で 、1 
中 半期 が 1 ター ン と いう こと に な り ま す 。 


1 四半期 (Q) 
1 年 を 4 つ に 分 けた 期間 で す 。 

4 0 月 三 第 1 四半期 7 9 月 三 第 2 中 半期 
1012 月 三 第 3 四半 期 1 3 月 三 第 4 四半 期 


オフ ィ ス 画面 
剖 部 寺 に 対し て コマ ンド を お ご こ な う 画面 で す 。 工場 や 
営業 所 な ご どの 建物 が 表示 され ます 。 


マー ケッ ト 画 面 
宣伝 活動 を お こ な う 画面 で す 。V T R の 売れ 行き を 示 
す 、 ピ ル の 形 の グラ フ が 表示 され ます 。 


規格 
VTR の 規格 で す 。 プ レイ ヤー は 、 自 社 規格 で の V T 
R 市 場 の 制 謀 を 目標 と し て いま す 。 


選 主 メー カー 

V「 R の 自主 規格 を 持ち 、 各 協議 会 の 中 心 と な っ て い 
る メー カー で す 。 志 主 メ ー カ ー だ けが 、V T R の 開発 
を お こ な う こと が で きま す 。 


プレ イヤ ー の 経営 する 会 社 は 、 営 業 部 ・ 製 造 部 ・ 開 発 
部 ・ 縦 理 部 の 4 部 門 か ら 成 り 立 っ て いま す 。 各部 署 へ 
の 命令 を 各部 長 に 伝え 、 ゲ ー ム を 進め ます 。 


営業 部 

@ 党 業 所 規模 (1 カ所 に つき 最大 800 人 ) 

営業 員 の 人 数 を 表し ます 。 [新設 ] [増設 | コマ ンド 
に よっ て 、 拡大 する こと が で きま す 。 

規模 の 大 きい 営業 所 に 製品 を 担当 させ る と 、 宣伝 し た 
時 、 認知 度 の 上 が り 幅 が 大 きく な り ま す 。 

@ 党 業 力 (1 カ所 に つき 最大 999) 

営業 所 の 持つ 販売 上 の ノウ ハウ を 表し ます 。 営業 所 予 
算 に よっ て 増減 し ます 。 営業 力 が 高い 営業 所 に 製品 を 
担当 させ る と 、 認知 度 が 高まり や すく な り 、 ま た 広告 
も 失敗 し に くく な り ま す 。 

@ 説 知 度 (最高 100) 

その 製品 が 世間 で 知ら れ て いる 割合 を 示し ます 。 この 
数 値 が 高い ほど 、 売上 が 上 が りや すく な り ま す 。 営業 
力 に よっ て 上 限 が 決ま り 、 営業 規模 で 上 が り 幅 が 増減 
し ます 。 起 要 台数 が 多い 製品 ほど 、 認知 度 を 高め る た 
め に 多く の 営業 力 ・ 規模 を 必要 と し ます 。 

ブラ ンド イメ ー ジ (最高 100) 

協議 会 全体 の イメ ー ジ で す 。 協議 会 の 売上 高 に よっ て 、 
自然 に 増減 し ます が 、 プ ラン ド 広 告 に よっ て も 上 げ る 
こと が で きま す 。 ブ ラン ド 有 が 高い 協議 会 の 製品 は 売 
れ や すぐ 、 契約 も お こない や すく な り ま す 。 
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製造 部 

@ 工 電 規 模 (1 力 所 に つき 最大 800 人 ) 

製造 員 の 人 数 を 表し ます 。 規模 が 大 きい 工場 に 製品 を 
担当 させ る と 、 製造 能力 が 上 が り ます 。 

[新設 ] [増設 | コマ ンド に よっ て 、 規模 を 大 きく す 
る こと が で きま す 。 

製造 員 1 人 当たり 、 四 半期 に つき 250 台 の VTR を 製 
造 する こと が で きま す 。 

@ 合 理化 度 (1 力 所 に つき 最大 999) 

工場 で どれ だ け 能 率 よ く 製造 で きる か を 表し ます 。 
場 予算 に よっ て 増減 し ます 。 合 理化 度 が 高い 工場 に 製 
品 を 担当 させ る と 、 材 料 費 率 が 低く な り ま す 。 

@ 材 泊 間 

人 件 費 を の ぞ き 、 製品 一 台 を 作る た め に か か る コス ト 
を 、% で 表し た も の で す 。 合理 化 度 が 高い ほど 、 材 料 
費 率 は 低く な り 、 材 料 次 率 が 100 よ り も 大 きい と 、 材 
料 費 が 販売 価格 を 上 回 り 、 利益 は 出 ませ ん 。 

@ 秒 仙 (最高 100) 。 

製品 を 担当 し て いる 工場 の 忙し さ の 度合 を 、% で 表し 
ます 。 移 働 率 が 100 で ある 製品 は 、 製造 能 力 に 余力 が 
な く 、 製品 を 売り の が し て いる 可能 性 が あり ます 。 


開発 部 

亀 研究 所 規模 (1 カ所 に つき 最大 800 人 ) 

研究 員 の 人 数 を 表し ます 。 研究 所 は 、 [新設 ] [増設 ] 
コマ ンド で 規模 を 拡張 する こと が で きま す 。 

大 きい 研究 所 に 製品 を 担当 させ る と 、 開 発 中 製品 の 新 
鮮度 の 上 が り 幅 が 大 きく な る の で 、 短 期間 で 製品 を 発 
表す る こと が で きま す 。 


念 技術 力 (1 力 所 に つき 最大 999) 

その 研究 所 が 、 ど の くら い の 開 発 ノ ウ ハ ウ を 持っ て い 
る か を 示し ます 。 研究 所 予算 に よっ て 増減 し ます 。 

技術 力 が 高い 研究 所 に 製品 を 担当 させ る と 、 開発 の 新 

鮮度 の 上 限 が 高く な り ま す 。 

候 新 秋 度 (最高 100) 

製品 の 魅力 を 表し ます 。 発表 後 、 徐 々 に 下がっ て いき 
ます が 、 改良 を お こ な う と 、 再び 上 げ る こと が で きま 
。 高 性 能 な 製品 ほど 、 高 い 新鮮 度 まで 開発 する こと 
が 難し く な り 、 時 間 も か か り ま す 。 

候 付 加 機 能 

開発 や 改良 に あたっ て 、 チ ュー ナー や リモ コン な ど 、 

付加 的 な 機能 を つけ る こと が で きま す 。 付加 機能 を 付 
ける こと に より 、 新鮮 度 は 高まり ます が 、 そ の 分 材料 
費 が 高く な り ま す 。 

付加 機能 の 種類 は 、 ゲ ー ム の 年 代 が 進む な に し た が っ て 
増え て いき 、 標 準 装備 と な っ た 付加 機能 は 、 最 初 か ら 
付く よう に な り ま す 。 


協 

盟主 メー カー を 中 心 と し た 、 同じ 規格 を 採用 し て いる 
メー カー の 集まり で す 。 

@ ラ イセ ンス 契約 

製造 ・ 販 売 を 契約 会 社 に 委託 し ます 。 売上 の 何 % か を 
ロイ ヤリ ティ と し て 受け 取り 、 自 社 の 利益 と な り ます 。 
@OEM 契 約 

製造 は 自社 で お こない 、 販売 の み を 委託 し ます 。 契約 
先 へ の 卸値 は 仕切 率 で 決め られ ます 。 

OE M 契 約 先 へ の 卸値 か ら 材料 費 を 引い た も の が 、 自 
社 の 利益 と な り ま す 。 


@ オ リ ジ ナ ル 

開発 ・ 製 造 ・ 販 売 す べ て を 自社 で お こ な う 、 オ リ ジ ナ 
ル 製 名 で す 。 製 品 1 台 あ た り の 利益 は 、 販 売価 格 か ら 
材料 費 を 引い た も の に な り ま す 。 


回 主 メ ー カ ー と 一 般 メ ー カ ー 

プレ イヤ ー が 担当 する メー カー は 、 自主 規格 を 有 し て 
協議 会 を 主催 する 選 主 メー カー で す 。 

「 リ ー デ ィング カン パニ ー』 で は 、V T R の 開発 は 盟 
主 メ ー カ ー の み が お ご こ な えま す 。 

この 他 に 、 製 造 と 販売 を 担当 する だ け の 一 般 メ ー カ ー 
が あり 、 販売 お よび 製造 販売 を 委託 する 契約 を 結ぶ ご こ 
と が で きま す 。 契約 を 結ん だ メー カー は 、 規格 協議 会 
の メン バー と な り 、 工場 な どの 拡張 の 要請 や 、 広 告 の 
指示 を お こ な う こと が で きま す 。 

プレ イヤ ー 自 身 の 会 社 の 工場 ・ 営 業 所 の 数 に は 限り が 


ある た め 、 多 く の 製 品 を 作り 出す た め に は 、 多 くの一 
般 メ ー カ ー と の 契約 を 成立 させ な けれ ば な り ま せん 。 


市 場 の 見 方 

リー ディ ング カン パニ ー で は 、 市 場 を 価格 と 性 能 で 区 
分 し た 、 マ トリ クス で 表し ます 。 

いろ いろ な 画面 で 表示 され る 菱形 の 各 マ ス は 、 マ ー ケ 
ッ ト 画 面 (ー*P.33) で 各 協 議会 の 売上 高 の シ ェ ア が 、 
そ ぞ それぞれ の カラ ー で ペイ ント され 、 表示 され ます 。 
また 、 マ ス の 上 に 延び る グラ フ の 高 さ は 、 製品 ご と の 
売上 高 を 示し ます 。 

左 の 軸 を 奥 に いく ほど 製品 の 性 能 が 高く 、 右 の 軸 を 奥 
に いく ほど ご と 製品 の 価格 が 安い こと を 示し ます 。 
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① 性 能 の 軸 
② 製 品 の マス 
③ 製 品 売 上 高 の グ ラフ 
④ 価 格 の 電 
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